
全体やや硬く、茎は直立し、高さ60-80cm、鋭稜があって下向きにざらつき、葉は幅5-8mm、鞘は広い3翼

がある。分花序は少数個つき、長さ4-8cmになり、円錐状。小穂には2列に並んだ数個の鱗片があって、暗
赤色を帯びた部分がある。

県内では2ヶ所に知られ、2ヶ所とも現状は良好である。

生育地の保全が重要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨、淡路

■ 国内分布

本州（伊豆諸島、近畿）、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

カヤツリグサ科

兵庫県ランク…シンジュガヤ
環境省ランク… －Scleria  levis  Retz.


